9はじめに

みなさんは仮想通貨を知っていますか？
あなたの周りに仮想通貨で儲けたという人を聞いたことはありませんか？
フットワークの軽い人はもう始めています。2017年には仮想通貨の取引で「億り人」と呼ばれる人たちが出てきました。彼らは早くから仮想通貨に目を付け、2017年の暴騰時には資産を1億円以上に増やしました。周囲の注目が集まる前から情報を集め、一歩を踏み出していたからこそ巨額の富を得ることができたのです。成長途中の仮想通貨市場にはまだまだチャンスが眠っています。今のうちに仮想通貨について学んでおいてはいかがでしょうか。
現在仮想通貨について積極的に学んでいる人はサービスを提供する側の金融機関やインターネットサービス会社に留まっています。我々消費者側は仮想通貨で儲けた人がいる、程度しか知らないのが現状です。だからこそ今のうちにあなたが仮想通貨について知識を深めておけば周りの人とアドバンテージを広げることができるのです。
今当たり前に使っているインターネットも初めは誰も見向きもしませんでした。Yahoo JAPANがサービスを開始してから一般にもインターネットの認知度は上がってきましたがほとんどの人が手を出しませんでした。この時にインターネットに触れて自分たちでサービスを作っていた人たちは今では多くの資産を手に入れています。「Google」「amazon」などはサービスを開始してからまだ20年しか経っていないのです。わずか20年で大企業に成長させる可能性をインターネットは秘めていたということになります。
仮想通貨にその可能性は感じませんか？
仮想通貨は国を選ばずに使える通貨として注目を浴びています。海外旅行のたびに両替手数料を気にしたり、為替の計算で気が滅入ったりしませんか？仮想通貨であればそのストレスから解放されるのです。すでに銀行をはじめとした金融機関やインターネットサービス企業も大手が続々と参入してきています。今のうちに将来性抜群の仮想通貨への理解を深めていきましょう。

第1章 暗号通貨って？

＜暗号通貨とは＞

暗号通貨とは一般に仮想通貨とよばれています。単語としては「Crypto（暗号）Currency（通貨）」という造語でした。Cryptocarrencyを直訳すると暗号通貨ですが、わかりやすく説明するためにメディアでは仮想通貨と呼んでいます。ただし、2018年に国際会議で「暗号資産（crypto asset）」の名称が使われたのを機に日本でも法律が制定されているので、「仮想通貨」＝「暗号資産」が連想できるようしておいてください。
暗号通貨は実物がなく、インターネット上にある単なる電子データなのでデジタル通貨と呼ばれることもあります。ここでのデジタル通貨とは、suica、nanaco、楽天Edyのような電子マネーとは性質が違うので注意が必要です。暗号通貨はインターネット上での商品の購入やサービスの決済が主な利用方法です。
仮想通貨には実社会のように中央銀行のようなものが存在しません。特定の国家が発行しているわけではないのでインターネット上でやり取りされる単なる電子データでしかないのです。国家がその価値を保証している紙幣や貨幣ではないので取引に使用するには不安が残ります。ではなぜ仮想通貨を使う人たちがいるのでしょうか。実社会での通貨と比べてどんな利点があるのでしょうか。
取引の原点は物々交換です。お互いに価値があると認められる物と物とを交換することで取引は成立しますが、お互いに価値があると認められるのであれば物同士を直接交換する必要はありません。そこで物の代わりに使うのが国が発行する通貨です。国が価値を担保した通貨を支払いに使うことで取引が円滑に進められるように時代が流れてきました。仮想通貨はこれを国家の保証に依らないで行おうとして生まれました。国はあくまでも通貨の価値を保証しているのであって、取引に関してまでは保証していません。その通貨が正当な取引で得たものであるかは判別ができないのです。ここで取引についての保証が期待されているのが仮想通貨なのです。仮想通貨は取引のデータが暗号化されてインターネット上に記録されるので、通貨の偽造を気にせずに使用することができます。仮想通貨のやり取りに暗号化技術が使われていることが暗号通貨と呼ばれる所以です。
「暗号通貨（あんごうつうか）とは、暗号理論を用いて取引の安全性の確保、およびその新たな発行の統制をする仮想通貨である。暗号通貨は代替通貨のひとつであり、特にデジタル通貨のひとつでもある。2009年にはビットコインが初めての分散化された暗号通貨として登場した。」
出典　Wikipedia

＜暗号通貨の特徴＞

1． 法定通貨と交換できる
suicaやnanaco、楽天Edyなどの電子マネーは円やドル、ユーロなどの既存の通貨で購入できます。ただし、資金決済法によって電子マネーから円やドル、ユーロへの交換は制限されています。ところが暗号通貨はそれが可能なのです。インターネット上の暗号通貨取引所で円やドル、ユーロなど法定通貨への交換ができます。この暗号通貨取引所では株式や為替のように暗号通貨が取引されているので他の金融商品のように投資対象としても扱うことができるのです。
2． 国や銀行に頼らない通貨である
私たちが普段使っている円やドル、ユーロなどの通貨は、それぞれ日本やアメリカ、EUによってその価値が保証されています。国家がその価値を保証しているからこそみんなが安心して取引することができるのです。では国家が保証していない暗号通貨の価値は誰が保証してくれるのか。
実は私たち自身が保証することになるのです。
暗号通貨の情報はP2P（Peer to Peer）というコンピュータ同士でやり取りする通信方式で記録されています。これはブロックチェーン（分散型台帳）と呼ばれる技術で、暗号化された通貨やその一定期間の取引データをブロック単位で複数のコンピュータに記録していきます。複数のコンピュータがそれぞれ記録を数珠つなぎのように検証していく仕組みからブロックチェーンと呼ばれます。また、プルーフオブワークシステムという仕組みでデータの改ざんが難しくなっているので安全性が保たれているのです。

＜暗号通貨の歴史＞

「中本哲史（ナカモトサトシ）」
この日本名から暗号通貨の「ビットコイン」の歴史が始まっています。
実在する人間なのか、たったひとりでこの仕組みを考えたのか、正確なことはわかっていません。1998年に発表された仕組みを利用した「ビットコイン」が国に頼らず独立した通貨を作り、世界中で使用可能にするという目的で2009年に発表されたことだけがわかっています。各国の財政に影響を受けない通貨を作りたいという理想があったのではないでしょうか。

第2章 暗号通貨の始め方

＜取引のための心得＞

現在、様々な暗号通貨があります。少額でも始められるので投資の入門として始めてみてはどうでしょうか。世界中の人とインターネットで簡単につながれる現代において、相対的に国家の力は弱まっていくと考えられています。国家の力が弱まるということは通貨の信頼性にも揺らぎが生じる可能性があるでしょう。国に縛られない暗号通貨にはそれを乗り越える期待が高まっていきます。少額の資金で暗号通貨に投資をして不労所得を得つつ、勉強して理解を深めてみましょう。

＜暗号通貨を保管する場所を準備する＞

まずは株式やFXのように暗号通貨を取引するための口座を作りましょう。
暗号通貨を取引するために必要な口座を「ウォレット（wallet）」と言います。直訳は財布なのでイメージはしやすいですね。自分に関わった暗号通貨にインターネット上でハンコを押すようなものです。暗号通貨が誰の財布に入ったかわかるようにしておかなければ所有権を主張できませんからね。

＜「ウォレット（wallet）」の種類＞

「ウォレット（wallet）」にはいくつかの種類があります。それぞれにメリット、デメリットがあるので、どのように運用したいかで自分に合った「ウォレット（wallet）」を探しましょう

1． デスクトップ上のウォレット
パソコンでダウンロードして使用するウォレットのことです。自分のパソコンにブロックチェーン（取引データ）をダウンロードする仕組みなのでパソコンのスペックによっては時間がかかります。パソコンに詳しくない人にはあまりお勧めできません。ハッキングやウィルス対策が不十分だとあなたのウォレットのIDやパスワードが盗まれる危険性があります。ただ、デスクトップ上のウォレットには「マイニング」という作業ができます。上記で説明したコンピュータ同士でデータを補完し合う仕組みの手数料として少額ですが報酬が得られるのです。あなたが実際に「マイニング（採掘）」するわけではないので不労所得になります。
デスクトップ上のウォレットには
Bitcore  https://bitcore.io/
Electrum   https://electrum.org/
Bitocoin Core  　https://bitcoin.org/ja/download/
などがあります。

2． オンライン上のウォレット
インターネット上で使用するウォレットです。すでにインターネットバンキングなどを利用している人はこちらの方が使い勝手が良いかもしれません。多くの暗号通貨取引所でサービスがあるので利用しやすいと思います。デスクトップ上のウォレットと同様にハッキングやウィルス対策は必要ですがネットバンクと流れは一緒です。パソコンやスマートフォンを変えても使えるようにIDやパスワードを控えておけば情報が流出するリスクは避けられます。
オンラインのウォレットサービスは
BLOCKCHAIN.COM 　https://www.blockchain.com/
BitGo　　https://www.bitgo.com/info/
などがあります。

3． ハードウェアウォレット
専用のUSBメモリを用いて使用するウォレットです。これは実際にUSBメモリの中にウォレットがあるのではなく、暗号化された鍵が入っています。USBメモリに入っている暗号化された鍵とアプリの両方があって初めてウォレットにアクセスできる仕組みです。ウォレットへのアクセスキーがスタンドアローン（ネットワークから切り離された状態）で保管されるためハッキングやウィルスで情報が盗まれるリスクが軽減できます。これはIDやパスワードを物理的に保管することになるのでUSBメモリの破損や盗難に注意が必要です。また設定済みのUSBメモリを販売してIDやパスワードを盗み出す事件も発生しています。絶対に中古品は買わないで必ず正規代理店で新品を購入してください。

4． コールドウォレット（ペーパーウォレット）
一般的にコールドウォレットと言えばペーパーウォレットのことを指します。ネットワークから切り離された状態で保管されるウォレットをコールドウォレットと呼ぶので、ハードウェアウォレットもコールドウォレットの一種と言えます。ペーパーウォレットはウォレットの情報を紙に印刷して保管します。ハードウォレットのように高価な専用機器を買うこともなく、自分で安価に作成が可能です。自分のウォレット情報が目に見える形で手元におけるので、目に見えない暗号資産が手元にある実感を得られることでしょう。セキュリティもハッキングを受けることはないのでウォレットの中では一番安全です。プログラムでの処理のほかに自分で作業する必要があるので手軽さに劣るのと、ペーパーウォレット自体の滅失のリスクが高いのが欠点です。ペーパーウォレットは紙媒体なので当然に燃えますし、紛失や盗難の危険性もあるので現金と同じように扱うのが望ましいです。長期投資として大きな金額を運用する場合には紙の経年劣化によって読み取りができなくなることに注意しつつ、コールドウォレットの一択でしょう。

5． 取引所のウォレット
ここまでは所謂「自分のお財布」という意味でのウォレットを紹介してきました。最後は暗号通貨取引所内でのウォレットの話です。銀行口座や証券口座を連想すればイメージしやすいでしょう。取引のたびに自分の財布から暗号通貨を出し入れするのではなく、預けてある暗号通貨を運用していく流れです。セキュリティ面が取引所任せになってしまいますが、自分がセキュリティに十分な知識がなければ専門家に任せるのもひとつの良案です。ただし、暗号通貨は決済手段のひとつとしての扱いであり、暗号通貨取引所も金融機関ではありません。今後法整備は進められていくでしょうが、現状は取引所毎に体制のバラつきがあります。2018年には「コインチェック」において暗号通貨を盗み出される事件も発生しています。信頼できる取引所を見極めて運用していきましょう。

＜暗号通貨の取引所＞

たくさんある暗号通貨取引所の中からどの取引所を選べばいいのでしょうか。
一定の基準は資金決済法に明示されているので気になる方はチェックしてみるといいでしょう。金融庁も基準を満たした業者を公示しているのでこの中から選ぶのがベストです。

金融庁　「暗号資産交換業者登録一覧」　https://www.fsa.go.jp/menkyo/menkyoj/kasoutuka.pdf

Coincheck（コインチェック）　https://coincheck.com/ja/

出川哲郎さんがCMをしているのを見た人も多いのではないでしょうか。暗号資産取引所で一番知名度があるのがコインチェックです。コインチェックは初心者にも分かりやすくアプリが設計されていて、ビットコインアプリのダウンロード数がNo.1です。1年365日24時間、スマホで取引が可能なのも魅力のひとつです。取り扱い通貨も豊富で、ビットコイン、リップル、モナコインなど主要な通貨は取引が可能です。2018年に引き起こした暗号通貨の流出事件で一躍名前が知られた会社です。現在はマネックス傘下の企業として日本において暗号通貨取引所として先頭を走っています。

bitFlyer（ビットフライヤー）　https://bitflyer.com/ja-jp/

ビットコインの取引高が日本一なのがビットフライヤーです。成海璃子さんがCMキャラクターを務めています。コインチェックと同様にスマホでの取引がしやすいようにシンプルな設計になっています。取引のできる時間が6時から25時と限られていますが、平日の9時から19時まではサポート対応があるので初心者にも安心して取引ができます。また、日本よりも規制が厳しいアメリカやヨーロッパでライセンスを取得してサービス展開をしているので信頼性があります。取り扱い通貨がビットコインとイーサイアムの2種類と少ないのがちょっと残念です。

bitbank Trade（ビットバンク）　https://bitbank.cc/

ビットコイン専門のセキュリティ企業BitGo棟提携しているのがビットバンク。複数の暗号キーが必要なウォレットの仕組みでセキュリティ対策が万全な取引所です。100個以上のテクニカル分析ができる「TradinView」を提供しているので、初心者でも取引の指針を示してくれます。以前はBTC FXという日本で唯一のビットコインFXのサービスがありましたが、残念ながら現在はサービスを終了しています。

DMM　Bittoin　（DMMビットコイン）　https://bitcoin.dmm.com/

ローラさんがCMキャラクターを務めるDMMBitcoin。企業名からわかる通りDMM.comのグループ会社です。DMM.com証券で培ったノウハウを活かして暗号通貨取引所の運営に乗り出しています。DMM.comはインターネットサービス事業がメインなのでホームページが鮮やかで見やすい。若い世代の人にとっては直感的に利用できるのではないでしょうか。

第3章 暗号通貨での手数料について

＜暗号通貨取引での手数料＞

すでに投資の経験がある人には当たり前のことですが、取引に関して手数料が発生します。
しかし暗号通貨事業はまだまだ発展途上にあり、各事業者が必死に顧客の囲い込みに動いています。多くのネット証券と同様に手数料は無料にしている事業者がほとんどです。頻繁に取引をするのでなければそこまで気にする必要はありませんが、一通りの知識は覚えておきましょう。

1． 暗号通貨を取引するときに発生する売買手数料
2． 現金を預け入れるたり引き出すときに発生する入出金手数料
3． 暗号通貨を送金するときに発生する送金手数料

暗号通貨の売買は主に２種類あります。

取引所を介して個人間で売買が成立する「取引所方式」
取引所を直接売買する「販売所方式」

取引所方式の売買は「注文を出す側（メイカー）」と「注文を受ける側（テイカー）」でそれぞれ手数料が違うことがあるので注意してください。フリーマーケットをイメージすると理解しやすいかもしれません。個人でそれぞれが値段を出し合い、値段が釣り合えば取引が成立します。ほとんどの事業者で取引手数料無料キャンペーンを実施しているので気にする必要はありません。

販売所方式での取引相手は取引所で、取引所が決めた価格での取引になります。こちらは質屋をイメージしてください。個人から安く買い取ったものを高く売る、高く売ったものを安く買い取る。販売所方式の場合も取引手数料は無料のことが多いですが、実際には「買い」の価格は高く、「売り」の価格は低く設定されていて実質的な手数料になっています。

暗号通貨の購入資金を入金するときにも手数料がかかります。銀行では振り込みとして処理されるので一定の振込手数料がかかります。何度も入金を繰り返すようだと手数料がかさんでくるので注意してください。ほとんどの取引所ではネットバンキングでの入金は手数料無料のキャンペーンを実施しているので、この際にネットバンクの口座を作っておいてもいいでしょう。

送金するときに発生する送金手数料というのは暗号通貨ならではないでしょうか。これは実際に送金するための手数料ではなく、ブロックチェーンの仕組みで取引の正当性を確認するための手数料です。この手数料は取引の正当性を確認してくれたコンピュータ（マイナー）に対して支払う報酬です。ブロックチェーンの仕組み上この確認作業（マイニング）が行われて初めて取引が成立するので避けられない手数料となっています。一回の取引につき１００円前後の手数料がかかるので何度も取引する人は留意してください。

様々なタイミングで手数料が必要になってきます。
あなたがどのように暗号通貨を運用していくかをしっかりと考え、それに合ったサービス選びが重要です。将来性に期待し長期間保有して大きな値上がり益を狙うのであればそれぞれの手数料は気にする必要はありません。むしろセキュリティを重視してサービスを選ぶことが大切になります。逆に短期間で取引を繰り返し少ない利益を積み重ねていきたいのであれば手数料やサービスの快適性を重視してもいいかもしれません。いずれにしても少額から暗号通貨を取引することができるので、暗号通貨の世界に触れてみてはいかかでしょうか。

第４章　どんな暗号通貨がある？

Bitcoin（ビットコイン）＝BTC

暗号通貨の歴史はビットコインから始まりました。日本で仮想通貨（暗号通貨）＝ビットコインと認識されるほど知名度があります。実際に世界のビットコインの時価総額は１７兆円にものぼり圧倒的な流通量です。ビットコインが生まれた当初に投資していた投資家は近年の価格高騰で一気に億万長者の仲間入りを果たしました。前述のブロックチェーンにより10分ごとに取引の正当性を検証され続けているので信頼性も保たれています。

Ethereum（イーサリアム）＝ETH

ビットコインに次いで流通量が多いのがイーラリアムです。ブロックチェーンの仕組みの中にスマートコントラクト技術を組み込んだ暗号通貨です。スマートコントラクトはブロックチェーンの相互にデータを補完・検証するシステムの中に契約・履行の機能を実装する技術です。この機能で仲介者を挟まない直接の取引でも取引の正当性・正確性が保たれます。契約からその履行までをブロックチェーンでチェックすることで契約が履行された時点で支払いが完了する、といった自動化が可能になります。間に第三者を挟むことなく取引が完了できるのでコスト削減に役立つと期待されていて、大きな将来性を秘めています。

Ripple（リップル）＝XRP

他の暗号通貨とは違う仕組みのリップルはブロックチェーンを使っていないのです。Ripple Labs Inc.が運用している暗号通貨ですが、他の暗号通貨と比べて送金までの時間が短いということで通貨というより決済システムとしての側面が強いです。リップル単独ではなく他の暗号通貨とのブリッジとして使用するのが主な使用状況です。またgoogleが出資していたり東京三菱UFJ銀行がネットワークを利用するなど注目が集まっています。

Litecoin（ライトコイン）＝LTC

ビットコインに代替するコイン（bitcoin altemative coin）のひとつで、alttematiceの頭文字をとってあるとコインと呼ばれるもののひとつです。ビットコインのシステムをもとに欠点や機能性を改善した、いわば第二世代の暗号通貨です。ビットコインでは10分かかる承認時間が１／４の2.5分に短縮されています。発行数を増やし流通量が増えることで流動性を確保する狙いがあります。ビットコインに比べてセキュリティや利便性が向上していますが、歴史が浅く信頼性に乏しい一面があります。

Ethereum Classic（イーサリアム　クラシック）＝ETC

ライトコインが第二世代のビットコインなら、イーサリアム　クラシックは第二世代のイーサリアムです。イーサリアムが2016年ハッキングで約50億円の盗難にあったのがきっかけで、イーサリアムの安全性を強化して作られたのがイーサリアム　クラシックなのです。その成り立ちからイーサリアムに比べてセキュリティ強化のために一部、拡張性を犠牲にしています。セキュリティの強化がコンセプトなので安全性に期待が持てますが、まだまだ流通量が少なく発展途上にあります。

Dash（ダッシュ）＝DASH

ダッシュの最大の売りは送金のスピードです。決済用の暗号通貨として現金のように使われることをコンセプトに開発されました。ビットコインでは10分かかる承認時間が2秒未満で済みます。また他の暗号通貨と違い売買手数料の一部が運営に回収される仕組みなので、サービスが続く限り経営基盤は安心できます。ただダッシュはコインジョインという仕組みで送金元が匿名化されており、ブロックチェーンに送金元のアドレスが記録されません。これを利用したマネーロンダリング（資金洗浄）が懸念されています。

第5章 暗号資産の増やし方

＜仮想通貨取引所でトレードして稼ぐ＞

暗号通貨取引所に口座を開設して入金すれば株式やFXのようにトレードすることができます。すでに投資の経験がある人であれば戸惑うことなくトレード行えるでしょう。まだまだ既存の金融商品に比べて流動性が低く値動きが荒いので相場を読むことが難しいです。積み立て投資のように決まったタイミングで設定した金額を買い続けるドルコスト平均法のような手法がオススメできます。値段が低い時は多く買えますし値段が高い時は少ししか買えないので継続していけば購入単価を下げることができるので長期投資に向いています。暴騰したタイミングで一部を決済することで利益を確保しつつ資産形成が行えるでしょう。また現在は暗号通貨取引所それぞれで売買価格が違うのでそれぞれの取引所で逆の取引をすれば利ザヤを稼ぐことが可能です。

＜マイニング（採掘）して稼ぐ＞

多くの暗号通貨はブロックチェーンという仕組みで管理されています。ブロックチェーン（分散型台帳）は暗号化された取引情報をネットワーク上で管理する仕組みですが、暗号化された取引情報を検証して記録するには高度な計算が必要になります。この計算は誰がするのか。
ネットワークを構成するそれぞれのコンピュータが計算します。そしてブロックチェーンに記録するのに必要な計算を最初に終えたコンピュータに暗号通貨が報酬として与えられるのです。この報酬が暗号通貨において主な通貨の発行手段になります。
現在ではビットコインのマイニングはすでに飽和状態で、世界中でスーパーコンピュータが24時間稼働してマイニングし続けています。マイニングをするには高性能のコンピュータが必要になり膨大な電気量と冷却能力を要求されるようになってきているので、個人が今から参入するには障壁が高くなってしまいました。
そこでビットコイン以外の暗号通貨でマイニングしてみてはどうでしょうか。数多くの暗号通貨が開発され続けているので、まだ個人でもマイニングをすることが可能な通貨を探してみましょう。時価総額が低く、発行量の上限が定められていて、流通量も少ない通貨が狙い目です。その通貨が将来的にも伸び続けていくかは未知数ですが、あなた自身は特別なことをしなくてもいいのです。ブロックチェーンのネットワークに参加するだけであなたのコンピュータが勝手に採掘してくれます。今はまだマイナーな暗号通貨でもいつか爆発的に価格が上がる日が来るかもしれません。ライバルが少ないうちに少額でもいいからマイニングで稼いでみませんか。

＜暗号通貨をプレセールでゲットする＞

ビットコインなど既に飽和状態の暗号通貨に参入するのを障壁が高いと感じるなら新しく発行される暗号通貨に投資してみるのはどうでしょう。投資について学んだ人は株式がどのようにして市場で取引されるようになるのかわかっていると思います。一通りの流れは株式の場合と同じです。株式の場合は企業が株式を発行して新規株式公開（IPO）する、その後株式市場に上場して一般に取引が解放されます。暗号通貨には上場という概念がありません。暗号通貨にとっては新規公開（ICO）が上場と同義になります。では暗号通貨にIPOに相当するものは何なのか、プレセールがそれに当てはまります。暗号通貨を一般に公開する前に市場調査の目的や協力者への報酬として一部が割安で独自暗号通貨（トークン）として売り出されます。その後ICOされ一般向けに取引が解放されるので、プレセールでトークンを買うことができれば比較的容易に利益を上げることができます。プレセールに参加するトークンを選ぶ際にはいくつかのことに注意してみてください。一定の金額でプレセールが行われていること、他の暗号通貨にない特色を持っていること、プロジェクトが魅力的か、に注目して探してみてください。

ここで企業がICOを行う理由を考えてみましょう。ICOは新しいプロジェクトの資金調達として行われます。新規プロジェクトの予算を市場で公募することによって自分たちでは賄いきれない資金を得ることができ、プロジェクトを一気にスタートさせることが可能になります。そしてその最大の特徴が、資金調達が暗号通貨で行われるということです。通常、企業の資金調達はその企業の属する国の通貨で行われるので調達する市場が国内に限られてしまいます。ところが、暗号通貨であれば世界中を相手に資金調達が行えるのです。一国に限られた資金調達と国にとらわれない世界規模の資金調達ではどちらが魅力的ですか？
ICOによる資金調達はクラウドファンディングの新しいスタンダードになるかもしれません。アイディアがあっても実行する資金のない個人や新興企業にとってクラウドファンディングは優れた資金調達方法なのです。今の暗号通貨はその運用先が少なく、常に新たな投資案件を求めています。そんな暗号資産での資金調達方法であるICOは大きな将来性が秘めていると思いませんか？

＜ビットコイン投資＞

HYIP（High Yield Investment Program）という高利回りの投資があります。ビットコインで投資を行って高い利回りの実現する、という理念なのですがビットコインを使って投資をしたからといって高利回りが保証されるわけではありません。高利回りの投資にはかなりの確率で破綻するリスクがあります。本当に安全に高利回りを実現できるのであればビットコインに限らずに資金を集めることが可能なのです。ビットコイン投資のほとんどは「ビットコイン＝儲けられる」のイメージをもとにして資金を集めているのが現状なので十分な調査が必要です。

＜暗号通貨建てでビジネスをする＞

徐々にではありますが暗号通貨で支払いができる店舗が登場しています。現状では得た暗号通貨を既存の通貨に換金して売り上げに計上しているのであまり意味のあるものに思えません。しかし個人で暗号通貨を得るためだけであったら単純ではないでしょうか。クラウドソーシングなどの副業において暗号通貨で支払ってもらうだけです。暗号通貨取引所の紹介をしてアフィリエイトの報酬を暗号通貨で得てもいいでしょう。報酬をすぐに現金で受け取らずに暗号通貨で貯めておくことで将来暗号通貨の価値が上がった時により多い金額を報酬として受け取ることができます。

第6章 暗号通貨の未来は

デジタル上のデータである暗号通貨は使用する環境に左右されずに使うことができます。使う国に合わせて両替する手間もなくその利便性は計り知れません。まだまだ実社会で使える場所が限られているのでそこまで便利に感じることはありませんが、暗号通貨がどこでも使えるようになったら暗号通貨それ自体が持つ価値はどんどん高まります。国の垣根のない暗号通貨の価値が高まれば、国の発行する通貨は相対的に価値が下がるでしょう。国家の政策によって影響を受けやすい富裕層に受け入れられればさらに暗号通貨の有益性が高まる可能性が高いです。今このタイミングで流れに乗ってより良い未来を思い描きましょう。
